
Facebookページを
開設しました！

いいね
！

お願い
します

。

当会の取り組みを会員以外の方にもご覧いた

だけるよう、一般公開ページを開設しました。

公式訪問等の事業などを発信して参ります。

公開

https://www.facebook.com/youka.h.ouen
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過去の応援事業で贈呈したムービーがYouTubeで
ご視聴いただけます。
下記QRコードよりアクセスください。

第 15 号
発  行

兵庫県養父市八鹿町八鹿1097番地8

株式会社ピーナッツ内

TEL.079-662-8331

FAX.079-662-8332

公立八鹿病院を応援する会事務局

かかりつけのお医者さんを持ちましょう 医療機関受診時にはマスクを着用しましょう

会 長 挨 拶

守本竜司
会長

令和8年６月19日

　私事ではございますが、このたび身内の介護を初めて経験いたしました。検査、診察、治療、経過
観察、リハビリ、さらには介護サービスの支援に至るまで、丁寧かつ親身に提供される医療・介護サー
ビスに接し、心から感謝するとともに、地域に根差した医療の大切さを改めて実感いたしました。
　また、経営主体の異なる病院がそれぞれの役割を担い、相互に連携しながら地域全体の医療を支
えていることを目の当たりにしました。その中でも、公立八鹿病院は但馬地域において欠くことのでき
ない重要な役割を担っています。
　現在、公立八鹿病院の運営経費をめぐってさまざまな議論が行われていると伺っております。しか
し、その議論は単なる収支や経営効率だけで判断されるべきものではなく、但馬に暮らす私たちの命

と健康を守る「地域医療の安全保障」という視点から考えるべきであると確信しております。
　公立八鹿病院を応援する会の趣旨にご賛同いただき、長年にわたり活動を支えてくださっている会員の皆様に対し、会長
として心から敬意を表するとともに、大きな誇りを感じております。
　今こそ、当会を支えてくださる240余名の会員お一人おひとりの志を一つにし、公立八鹿病院を応援する会の存在意義を、
具体的な活動として形にしていこうではありませんか。
　暑さ厳しい季節を迎えております。会員の皆様におかれましては、くれぐれも健康にご留意いただきますとともに、今後とも
当会の活動に一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

「公立八鹿病院を支える使命を改めて実感して」

事務局より

Well Come 八鹿病院

公立八鹿病院職員の皆様へ
（限定公開）

平成29年度事業

平成30年度事業

贈呈式の様子
●キコエテック製「キコエリ」 3台

●医療用手袋　　　　10万枚

※アクリル板越しでも患者と職員が音声を
　確実に伝達できる構造

パーティション取付型の双方向インターホン

　設立以来、15年にわたり、本誌を発刊して参りま

したが、様々な要因による物価の高騰、ペーパーレ

スの時代背景等を鑑み、本号をもちまして紙面で

の提供をやめ、次号からはQRコードでのデジタル

版へと移行させていただきます。「年会費を上げたくない」という思

いからの変更ですので、ご理解のほどよろしくお願いします。

　今年度は、パーティション越しでも声が聞き取りやすくなる「キコエリ」3セットに加え、ニトリル手袋5万
枚、ビニール手袋5万枚を贈呈いたしました。高齢の患者さんの聞き取りづらさの解消や、医療現場で必要と
される物品の支援につながる内容です。

デジタル版移行のお知らせデジタル版移行のお知らせ

会員のみなさまの
お友達を紹介してください。
会員のみなさまの
お友達を紹介してください。

　当会では、新入会員を募集しています。
現在は240余名の組織ですが、より一層
拡大を図り、公立八鹿病院の応援団として
運動の輪を広げたいと思っていますので、
みなさまのご協力をお願いします。

▲デジタル版



ドクターヘリ運休への対応について

脳ドック・頸動脈検査について

看護師募集動画の活用について
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公立八鹿病院公立八鹿病院 公式訪問・意見交換会公式訪問・意見交換会

　　公立八鹿病院を応援する会は、現在約240人の会員で活動しています。職員の皆さまとの意見交換、医
療の現状に対する調査研究、そして病院を応援する事業を柱に活動を続けています。
　これらの事業を通じて、医療現場を少しでも支援し、地域の医療サービスの維持に貢献していきたいと考
えています。
　公立八鹿病院を公式に訪問し、地域医療を支える病院への感謝と応援の気持ちを伝えるとともに、病院
の現状や課題について理解を深める機会となっています。

　いつもご支援をいただきありがとうございます。今年は「キコエリ」と医療用手袋を寄贈していただきまし
た。受付や会計の場面では、耳の遠い患者さんが聞き取りにくさを感じることがあります。そうした場面で役
立つものとして、ありがたく活用させていただきます。
　また、医療材料についても、国際情勢などの影響ですぐに供給が安定するとは限りません。手袋も病院現
場では欠かせないものですので、大切に使わせていただきます。
　病院そのものに大きな変化があるわけではありませんが、現在抱えている課題についてお話しします。特
に大きいのは、財務経営状況と医師不足です。どちらも当院だけの問題ではなく、日本の多くの病院が抱え
る構造的な問題です。
　昔は外来が患者さんであふれていた、最近は閑散としている、営業努力が足りないのではないかという声を
いただくことがあります。ただ、背景には医療制度全体の変化があります。2000年代初頭の医療制度改革で
は、高齢者の医療費負担が始まりました。当院のデータを見ても、一割負担が始まって数年で外来患者数が
大きく減少しています。その後も院外処方や選定療養費など、病院経営に影響する制度変更が続きました。
　長年、蓄えを取り崩しながら経営を続けてきましたが、近年はいよいよ厳しい状況になっています。診療報
酬の引き上げがあっても、人件費や物価上昇を十分に補える状況ではありません。
　もう一つの大きな課題は、長年続いている医師不足です。昨年以降に着任した医師もいますが、多くは交
代であり、医師数が大きく増えたわけではありません。地方だから医師が集まりにくいという面はあります
が、都市部で医師が余っているわけでもありません。日本全体として医師数が不足しているのが現状です。
　医師の数は医学部定員など国の政策によって大きく左右されます。当院としても努力は続けていますが、
構造的な問題があることをご理解いただければと思います。
　そうした中でも、職員一同、地域の皆さまの医療に寄り添えるよう研鑽を続けてまいります。

　昨年度に続き、応援する会の皆さまとこのような機会をいただけることを大変ありがたく思います。約
240名という大きな組織で、継続的に活動いただいていることに敬意を表します。
　毎年、病院への思いを応援という形で残していただいており、職員にとっても大きな励みになっています。
　病院だけでなく、病院組合全体が厳しい経営環境にあります。そうした中で、令和7年度から9年度まで
の3年間、行政から特別な財政支援をいただけることになりました。この3年間で、各施設の機能、規模、地域
連携のあり方を検討し、住民の皆さまの期待に応え続けられる組合の姿を考えていきます。支援と応援を
大きな力として受け止めながら、組織のあり方を見直してまいります。

　　2026年7月から9月まで、兵庫県のドクターヘリが整備士不足により一時運休すると聞いています。
但馬地域にとって深刻な問題です。この期間、八鹿病院への緊急搬送要請が増える可能性もあると思いま
すが、八鹿病院としてどのような対策を考えていますか。また、豊岡病院や兵庫県と連携した広域的な仕組
みについて、どのような形が望ましいと考えていますか。

　　但馬地域の救急医療では、高度な三次救急を豊岡病院が担い、二次救急を八鹿病
院や朝来医療センターなどが支える仕組みがあります。ドクターヘリが運休した場合、豊
岡病院ではドクターカーによる対応が中心となることが予想され、負担の増加が懸念さ
れます。八鹿病院としては、二次救急や高齢者救急をこれまで以上に受け入れるよう努
め、豊岡病院の負担軽減に協力していきたいと考えています。地域の皆さんが困る事態
に陥らないよう、関係機関と連携しながら対応していく方針です。

　今年から看護部長を務めています。看護部では、地域の皆さんと地域医療を支えるために、病院に貢献
していこうという思いを胸に日々取り組んでいます。
　看護師不足、離職、働きやすさなど課題は多くあります。それでも、皆さんが毎年応援してくださっている
ことは、職員一人ひとりにとって大きな励みです。職員にもその思いをしっかり伝えていきたいと思います。

意見交換会

守本会長

中島事業委員長

堀谷
総務委員長

西田事務部長

西村院長

春名管理者

山下看護部長

Q

A

　　家族が頸動脈狭窄と診断されました。遺伝や年齢との関係、どのようなタイミングで検査を受ければ
よいのか、公立八鹿病院で受けられる検査について教えてください。

　　頭部や頸部の動脈硬化を評価する検査は、脳梗塞や脳出血などのリスクを知る手が
かりになります。八鹿病院では脳ドックを実施しており、50歳を過ぎた頃から検討して
いただくとよいと思います。毎年受ける必要はなく、2～3年に一度でもよいでしょう。
　はっきりとした遺伝があるわけではありませんが、体質的な傾向は考えられます。高血
圧、糖尿病、脂質異常症、肥満、喫煙、運動不足、ストレスの多い生活などは動脈硬化のリ
スクを高めるため、気になる方は検査を受けていただく価値があります。
　脳ドックでは、頭部MRIや頭頸部MRAなどにより、症状の出ていない小さな脳卒中の
痕跡や血管の狭窄、動脈瘤などを確認できます。単独コースのほか、人間ドックに追加す
るオプションもあります。申し込みは病院の代表電話から担当者が案内します。

高谷対外
広報委員長

西村院長

Q

A

　　以前、公立八鹿病院を応援する会で看護師募集動画を作成しました。現在、採用活
動などに役立っていますか。

　　動画は病院ホームページに掲載されているほか、就職説明会や病院見学の際にも
活用されています。実際に「動画を見て入りたいと思った」という声もあり、非常に役立っ
ています。よいものを作っていただき、本当にありがとうございます。藤原対外

広報副委員長
山下看護部長

Q

A

　公立八鹿病院を応援する会として、今年も病院の皆さまとこうして顔を合わせる機会を持つことができま
した。
　私事ですが、この1年は82歳の父の介護に向き合う時間が長くありました。治療や手術を経て、八鹿病院
のケアマネージャーの皆さんに支えていただきながらリハビリを続け、今では自分で車を運転できるまでに
なりました。
　病院の大切さは頭では分かっていたつもりでしたが、実際に家族の介護を経験して、治療後のリハビリや
生活支援の重要性を身をもって感じました。公立八鹿病院は、地域にとって絶対になくてはならない存在で
す。公立八鹿病院を応援する会として15年以上活動を続けてきましたが、家族の介護という経験を通じ
て、私たちの運動にも改めて誇りを持てるようになりました。

趣旨説明 公立八鹿病院を応援する会
応援事業委員会委員長 　中島 和昭

　意見交換の最後には、公立八鹿病院を応援する会から「病院には地域の最後の砦として踏ん張っていただき
たい。私たちにできることがあれば、ぜひ声をかけてほしい」との提案がありました。物品の寄贈に限らず、情報発
信や人材確保への協力など、地域としてどのように病院を支えられるかを考える時間となりました。

令和8年6月19日

けいどうみゃくきょうさく

意見交換会の様子


